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資料３４ 

鴻巣市こどもの権利条例（案）の概要 
 

 

鴻巣市は、豊かな自然環境と深い歴史を有し、「ひな人形と花のまち」として親しま

れるとともに、地域住民が協力して築き上げてきた温かい社会が根付いた埼玉県の“ま

んなか”に位置するまちです。荒川の清流や広大な田園風景、四季折々の美しい風景は、

市民の生活の中に息づき、こどもたちにとっても大切な学びの場となっています。また、

鴻巣市は「コウノトリの里づくり」に取り組み、絶滅危惧種であるコウノトリの保護・

再生を目指し、自然環境の保全と共生による持続可能なまちづくりを進めています。 

鴻巣市は、こどもたちに未来の環境を守るために必要な知識や価値観を育む責任を負

うとともに、こども・子育て支援に関する取組の充実により、こどもたちが健やかに成

長し、自己を尊重される“こどもまんなか”の社会を築くことに全力を尽くします。 

鴻巣市は、すべてのこどもがこのような自然と共に成長し、心豊かに育むことができ

る社会を創り上げるために、こどもたちの権利を守り、尊重することを誓い、こどもた

ちのやりたいことを地域全体で応援する機運を醸成します。 

こどもたちは、自分の意見を表明し、自由に学び、遊び、自己を発見し、成長する権

利を持っています。そして、その権利は、年齢、性別、背景に関わらず平等に保障され

るべきです。 

すべてのこどもが、安全で愛され、支え合う環境の中でその権利を享受し、夢を持っ

て自由に羽ばたける未来を創造するために、家族、地域、学校、行政が一丸となって取

り組んでいきます。 

鴻巣市はこどもまんなか社会の実現を目指し、こどもたちが誇りを持って成長し、次

の世代へと地域の豊かな自然と文化を引き継いでいくことを心から願うとともに、こど

もの権利を保障することを目的として、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の理念

を踏まえ、本条例を制定します。 
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基本的な考え方 

 

 

【目的】 

この条例は、こどもの権利及びその保障について必要な事項を定めることにより、こどもの

権利に対する理解を深め、かつ、こどもの健やかな成長を支援することを目的とする。 

 

 

 

【定義】 

（１） こども 新生児期、乳幼児期、学童期、思春期及び青年期のもので、心身の発達の 

    過程にある者をいう。 

（２） 保護者 親権を行う者、未成年後見人その他の者で、こどもを現に監護する者をい 

     う。 

（３） 地域住民等 地域の住民、市内に通勤し、若しくは通学している者又は市内で活動 

      している個人若しくは団体をいう。 

（４） 施設 児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 7 条に規定する児童福祉施設、 

   学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 1 条に規定する学校その他のこど 

   もが育ち、学び、又は活動するための施設をいう。 

（５） ヤングケアラー 本来大人が担うと想定される家事、家族の世話等を日常的に行っ 

        ているこどもをいう。 

 

 

 

【基本理念】 

（１） 全てのこどもは、いかなる理由でも差別されず、権利が保障される。 

（２） こどもの最善の利益が最優先される。 

（３） 全てのこどもの命が守られ、健やかに成長できるよう、医療、教育、生活への支援 

 などを受けることが保障される。 

（４） こどもは、自らの意見を表明する権利を有し、その意見は適切に尊重される。 
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こどもの権利 
 

【安心して生きる権利】 

こどもは、安心して生きる権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） 生命が守られ、安全な環境の下で生活すること。 

（２） 健康的な生活を送ること。 

（３） 愛情及び理解をもって育まれること。 

（４） いかなる理由によっても差別されず、不当な扱いを受けないこと。 

 

 

【心身ともに豊かに育つ権利】 

こどもは、心身ともに豊かに育つ権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） 自分らしさが認められ、個人として尊重されること。 

（２） 年齢及び発達に応じ、安心できる場所で学び、遊び、及び休息すること並びに適

切な助言及び支援を受けること。 

（３） 芸術、文化及びスポーツに親しむこと。 

（４） 豊かな自然に親しむこと。 

 

 

【自分を守り、守られる権利】 

こどもは、自分を守り、守られる権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） いじめ、体罰、虐待等を受けないこと。 

（２） 犯罪、危険その他有害な環境から守られること。 

（３） 自分の考えが尊重され、不当な扱いを受けないこと。 

（４） プライバシーが守られ、名誉及び信用が傷つけられないこと。 

（５） 困ったときに相談でき、適切な支援を受けられること。 

 

 

【意見表明及び参加する権利】 

こどもは、意見表明及び参加する権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） 自分の意見を表明すること。 

（２） 表明した自分の意見が尊重されること。 

（３） 意見を表明するために必要な情報の提供等の支援を受けられること。 

（４） 仲間を作り、仲間を集い、又は仲間と活動すること。 

  

82



関係者の責務 
 

【市の責務】 

１ 市は、こどもの権利を尊重し、その権利を保障する責任を負う。 

２ 市は、こどもが健やかに成長できるよう、こども、保護者、地域住民等及び施設関係者 

の支援に努めなればならない。 

 

 

【保護者の責務】 

保護者は、こどもの権利を尊重し、こどもが健やかに成長できる環境を提供するよう努める

ものとする。 

 

 

【地域住民等の責務】 

１ 地域住民等は、こどもの人間性が地域との関わりの中で育まれることを認識し、こども 

の健やかな成長を支援するよう努めるものとする。 

２ 地域住民等は、こどもが地域社会の一員として、地域の活動に参加できる機会を確保す 

るよう努めるものとする。 

 

 

【施設関係者の責務】 

施設関係者は、こどもが主体的に学び、育つことができるよう、こどもの年齢及び発達に応

じた必要な支援を行うよう努めるものとする。 
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こどもの権利保障のための取組 
 

【こどもの権利に関する普及及び啓発】 

１ 市は、こどもの権利に関して、こども、保護者、施設関係者及び地域住民等の理解を深 

めるために、普及及び啓発に努めなければならない。 

２ こどもの権利について、こども、保護者、地域住民等の理解を深めることを目的として、 

11 月 20 日を鴻巣市こどもの権利の日とする。 

３ 市は、鴻巣市こどもの権利の日に合わせて、第１条に規定する目的に合致する事業を実 

施するものとする。 

 

 

パブリックコメント後修正案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こどもの居場所の確保】 

市、地域住民等及び施設関係者は、こどもが年齢及び発達に応じて、安心して過ごすことの

できる居場所の確保に努めるものとする。 

 

 

【困窮等の状況にあるこどもへの支援】 

１ 市は、家庭の困窮のため教育を受ける機会を失するおそれがあるこどもに対しては、教 

育を受ける機会の均等を図るため、支援に努めなればならない。 

２ 市は、全てのヤングケアラーが個人として尊重され、心身健やかな成長及び自立が図ら 

れるよう支援を行うとともに、こどもの権利及び利益が最大限尊重されるよう努めな

ければならない。 

【こどもの権利に関する普及及び啓発】 

１ 市は、こどもの権利に関して、こども、保護者、施設関係者及び地域住民等の理

解を深めるとともに、こども、保護者、施設関係者及び地域住民等と一体となっ

て普及及び啓発に努めるものとする。 

２ こどもの権利について、こども、保護者、地域住民等の理解を深めることを目的

として、11 月 20 日を鴻巣市こどもの権利の日とする。 

３ 市は、鴻巣市こどもの権利の日に合わせて、第１条に規定する目的に合致する事

業を実施するものとする。 
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【虐待及び体罰の防止】 

１ 市は、児童虐待の防止等に関する法律（平成 12 年法律第 82 号）の規定に基づき虐待 

及び体罰の防止並びに早期発見のための対策を講じるよう努めなければならない。 

２ 保護者及び施設関係者は、虐待及び体罰を行ってはならない。 

 

 

【いじめの防止】 

市は、いじめ防止対策推進法（平成 25 年法律第 71 号）の規定に基づきいじめの防止並び

に早期発見のための対策を講じるよう努めなければならない。 

 

 

【こどもの虐待、いじめ及び体罰の通報】 

こども、保護者、地域住民等及び施設関係者は、こどもの虐待、いじめ及び体罰に関する情

報を得たときは、速やかに関係機関に通報しなければならない。 

 

 

【こどもの権利侵害からの救済】 

１ 市は、こどもの権利侵害の通報を受け、又は発見したときは、速やかに対応するととも 

に、こどもの特性及び権利侵害に応じた適切な救済を行うものとする。 

２ 市は、こどもの権利侵害を行った者に対し、面会、相談、指導その他必要な措置を行い、 

再発防止に努めなければならない。 

 

 

【相談窓口の設置】 

市は、こどもや保護者が権利侵害に関する相談を行うための窓口を設置し、迅速かつ適切に

対応するものとする。 
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鴻巣市
こうのすし

こどもの権利
け ん り

条例
じょうれい

（案
あん

）のポイント 

【こどもの権利
け ん り

とは】 

すべての人
ひと

が生
う

まれたときから持
も

っ

ている大切
たいせつ

なルールの人権
じんけん

をこども

も持
も

っています。 

【定義
て い ぎ

（ことばの意味
い み

）】 

こども 生
う

まれてからおとなになる

までの 間
あいだ

で、 心
こころ

と身体
か ら だ

が

成 長
せいちょう

途中
とちゅう

の人
ひと

 

 

【条 例
じょうれい

の目的
もくてき

（目指
め ざ

すもの）】 

こどもの権利
け ん り

を守
まも

ることについて

必要
ひつよう

なことを決
き

めて、みんながこど

もの権利
け ん り

についてよく知
し

り、こども

が 幸
しあわ

せに成 長
せいちょう

できるようにするこ

とを目的
もくてき

としています。 
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【鴻巣市
こ う の す し

こどもの権利
け ん り

条例
じょうれい

（案
あん

）の基本
き ほ ん

理念
り ね ん

（大切
たいせつ

にする考
かんが

え）】 

（１） すべてのこどもは、どんな理由
り ゆ う

でもいじめられたり、 

差別
さ べ つ

されたりしなく、みんなに大切
たいせつ

な権利
け ん り

が守
まも

られる。 

（２） こどもの 幸
しあわ

せが一番
いちばん

大切
たいせつ

にされる。 

（３） すべてのこどもの 命
いのち

は守
まも

られて、元気
げ ん き

に育
そだ

つために、

病 院
びょういん

や学校
がっこう

、生活
せいかつ

のサポートが受
う

けられる。 

（４） こどもは自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを言
い

うことができ、その 考
かんが

えは大切
たいせつ

にされる。 

 

87



  

令和６年度鴻巣市こどもの権利条例（案）に対する意見募集結果 

 

１ 意見公募期間 

令和６年１２月６日から令和７年１月５日まで 

 

２ 意見の提出件数等 

提出者数    ２人  

提出意見数   ４件 

内訳 

ファクシミリ ３件 

電子メール  １件 

  

３ 提出された意見の要旨と市の考え方 

No. 
分野別 

分類 
ご意見要旨       ご意見に対する市の考え方                  

1 

条例

（案）

のポイ

ント 

基本理念（１）について「差

別されたりしなく、みんなに

大切な･･･」を「差別されたり

することなく、みんなの大切

な･･･」にする方がこどもたち

に分かりやすくなり、良いと

思う。 

条例制定後にはこどもにも分かりやす

い表現となるよう、こどもの権利条例

の「やさしい版」を作成する予定です。 

その際に参考とさせていただきます。 

2 
こども

の権利 

 

以下内容を盛り込むのが良い

と思う。 

「児童の権利に関する条約や

鴻巣市こどもの権利条例によ

らず、より良いものがある場

合は、これに縛られることな

く、より良いものを使う権利

を有する。」 

 

本条例については、児童の権利に関す

る条約に基づいた内容としており、法

律により制限されているものを除き、

こどもに制限を課すものではありませ

ん。ついては、改めて「条例に縛られ

ることなく、より良いものを使う権利」

を明記する予定はありません。 
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No. 
分野別 

分類 
ご意見要旨       ご意見に対する市の考え方                  

3 
こども

の権利 

以下内容を盛り込むのが良い

と思う。 

「こどもは、この権利が自分

たちにあることを知ることが

でき、おとなはそのことを正

しく伝えることに努めなけれ

ばならない。」 

こどもの権利保障のための取組とし

て、【こどもの権利に関する普及及び啓

発】にこどものみならず、保護者や関

係者等への普及及び啓発に努める旨を

記載しています。また、その具体的な

手法の一つとして、「鴻巣市こどもの権

利の日」を設けること及び関連事業の

実施することを記載しています。その

上で、いただいたご意見にある「おと

ながこどもに対して、正しく権利につ

いて伝えることに努める」趣旨の文言

を追記します。 

4 

こども

の権利

保障の

ための

取組 

こどもの権利侵害からの救済

の第２項に以下内容を加える

と良いと思う。 

「また、第三者による機関を

設け、それによる関係者等へ

の調査を行い、必要により指

導その他を実施し、これを公

にし、こどもの権利が守られ

るよう努めなければならな

い。」  

現在、こどもの権利侵害からの救済と

してはそれぞれの事案に応じた機関に

より必要な措置を行っている状況で

す。一例として、いじめ問題対策連絡

協議会による関係機関の連携、要保護

児童対策地域協議会による要保護児童

等への支援など、分野ごとに専門家や

第三者と連携した取組を行っていま

す。また、人権擁護全般として、こど

もも対象に含む、人権擁護委員による

相談受付を行っています。以上のこと

から、現時点では、こどもの権利侵害

全般に対応する第三者機関を設ける予

定はありませんが、今後の検討課題と

させていただきます。 

※同様の意見を集約することにより、提出意見数と一致しない場合があります 
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基本的な考え方 

 

 

【目的】 

この条例は、こどもの権利及びその保障について必要な事項を定めることにより、こどもの

権利に対する理解を深め、かつ、こどもの健やかな成長を支援することを目的とする。 

 

 

 

【定義】 

（１） こども 新生児期、乳幼児期、学童期、思春期及び青年期のもので、心身の発達の 

    過程にある者をいう。 

（２） 保護者 親権を行う者、未成年後見人その他の者で、こどもを現に監護する者をい 

     う。 

（３） 地域住民等 地域の住民、市内に通勤し、若しくは通学している者又は市内で活動 

      している個人若しくは団体をいう。 

（４） 施設 児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 7 条に規定する児童福祉施設、 

   学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 1 条に規定する学校その他のこど 

   もが育ち、学び、又は活動するための施設をいう。 

（５） ヤングケアラー 本来大人が担うと想定される家事、家族の世話等を日常的に行っ 

        ているこどもをいう。 

 

 

 

【基本理念】 

（１） 全てのこどもは、いかなる理由でも差別されず、権利が保障される。 

（２） こどもの最善の利益が最優先される。 

（３） 全てのこどもの命が守られ、健やかに成長できるよう、医療、教育、生活への支援 

 などを受けることが保障される。 

（４） こどもは、自らの意見を表明する権利を有し、その意見は適切に尊重される。 
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こどもの権利 
 

【安心して生きる権利】 

こどもは、安心して生きる権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） 生命が守られ、安全な環境の下で生活すること。 

（２） 健康的な生活を送ること。 

（３） 愛情及び理解をもって育まれること。 

（４） いかなる理由によっても差別されず、不当な扱いを受けないこと。 

 

 

【心身ともに豊かに育つ権利】 

こどもは、心身ともに豊かに育つ権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） 自分らしさが認められ、個人として尊重されること。 

（２） 年齢及び発達に応じ、安心できる場所で学び、遊び、及び休息すること並びに適

切な助言及び支援を受けること。 

（３） 芸術、文化及びスポーツに親しむこと。 

（４） 豊かな自然に親しむこと。 

 

 

【自分を守り、守られる権利】 

こどもは、自分を守り、守られる権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） いじめ、体罰、虐待等を受けないこと。 

（２） 犯罪、危険その他有害な環境から守られること。 

（３） 自分の考えが尊重され、不当な扱いを受けないこと。 

（４） プライバシーが守られ、名誉及び信用が傷つけられないこと。 

（５） 困ったときに相談でき、適切な支援を受けられること。 

 

 

【意見表明及び参加する権利】 

こどもは、意見表明及び参加する権利を有し、次の事項が保障される。 

（１） 自分の意見を表明すること。 

（２） 表明した自分の意見が尊重されること。 

（３） 意見を表明するために必要な情報の提供等の支援を受けられること。 

（４） 仲間を作り、仲間を集い、又は仲間と活動すること。 
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関係者の責務 
 

【市の責務】 

１ 市は、こどもの権利を尊重し、その権利を保障する責任を負う。 

２ 市は、こどもが健やかに成長できるよう、こども、保護者、地域住民等及び施設関係者 

の支援に努めなればならない。 

 

 

【保護者の責務】 

保護者は、こどもの権利を尊重し、こどもが健やかに成長できる環境を提供するよう努める

ものとする。 

 

 

【地域住民等の責務】 

１ 地域住民等は、こどもの人間性が地域との関わりの中で育まれることを認識し、こども 

の健やかな成長を支援するよう努めるものとする。 

２ 地域住民等は、こどもが地域社会の一員として、地域の活動に参加できる機会を確保す 

るよう努めるものとする。 

 

 

【施設関係者の責務】 

施設関係者は、こどもが主体的に学び、育つことができるよう、こどもの年齢及び発達に応

じた必要な支援を行うよう努めるものとする。 
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こどもの権利保障のための取組 
 

【こどもの権利に関する普及及び啓発】 

１ 市は、こどもの権利に関して、こども、保護者、施設関係者及び地域住民等の理解を深 

めるために、普及及び啓発に努めなければならない。 

２ こどもの権利について、こども、保護者、地域住民等の理解を深めることを目的として、 

11 月 20 日を鴻巣市こどもの権利の日とする。 

３ 市は、鴻巣市こどもの権利の日に合わせて、第１条に規定する目的に合致する事業を実 

施するものとする。 

 

 

パブリックコメント後修正案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こどもの居場所の確保】 

市、地域住民等及び施設関係者は、こどもが年齢及び発達に応じて、安心して過ごすことの

できる居場所の確保に努めるものとする。 

 

 

【困窮等の状況にあるこどもへの支援】 

１ 市は、家庭の困窮のため教育を受ける機会を失するおそれがあるこどもに対しては、教 

育を受ける機会の均等を図るため、支援に努めなればならない。 

２ 市は、全てのヤングケアラーが個人として尊重され、心身健やかな成長及び自立が図ら 

れるよう支援を行うとともに、こどもの権利及び利益が最大限尊重されるよう努めな

ければならない。 

【こどもの権利に関する普及及び啓発】 

１ 市は、こどもの権利に関して、こども、保護者、施設関係者及び地域住民等の理

解を深めるとともに、こども、保護者、施設関係者及び地域住民等と一体となっ

て普及及び啓発に努めるものとする。 

２ こどもの権利について、こども、保護者、地域住民等の理解を深めることを目的

として、11 月 20 日を鴻巣市こどもの権利の日とする。 

３ 市は、鴻巣市こどもの権利の日に合わせて、第１条に規定する目的に合致する事

業を実施するものとする。 
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【虐待及び体罰の防止】 

１ 市は、児童虐待の防止等に関する法律（平成 12 年法律第 82 号）の規定に基づき虐待 

及び体罰の防止並びに早期発見のための対策を講じるよう努めなければならない。 

２ 保護者及び施設関係者は、虐待及び体罰を行ってはならない。 

 

 

【いじめの防止】 

市は、いじめ防止対策推進法（平成 25 年法律第 71 号）の規定に基づきいじめの防止並び

に早期発見のための対策を講じるよう努めなければならない。 

 

 

【こどもの虐待、いじめ及び体罰の通報】 

こども、保護者、地域住民等及び施設関係者は、こどもの虐待、いじめ及び体罰に関する情

報を得たときは、速やかに関係機関に通報しなければならない。 

 

 

【こどもの権利侵害からの救済】 

１ 市は、こどもの権利侵害の通報を受け、又は発見したときは、速やかに対応するととも 

に、こどもの特性及び権利侵害に応じた適切な救済を行うものとする。 

２ 市は、こどもの権利侵害を行った者に対し、面会、相談、指導その他必要な措置を行い、 

再発防止に努めなければならない。 

 

 

【相談窓口の設置】 

市は、こどもや保護者が権利侵害に関する相談を行うための窓口を設置し、迅速かつ適切に

対応するものとする。 
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鴻巣市
こうのすし

こどもの権利
け ん り

条例
じょうれい

（案
あん

）のポイント 

【こどもの権利
け ん り

とは】 

すべての人
ひと

が生
う

まれたときから持
も

っ

ている大切
たいせつ

なルールの人権
じんけん

をこども

も持
も

っています。 

【定義
て い ぎ

（ことばの意味
い み

）】 

こども 生
う

まれてからおとなになる

までの 間
あいだ

で、 心
こころ

と身体
か ら だ

が

成 長
せいちょう

途中
とちゅう

の人
ひと

 

 

【条 例
じょうれい

の目的
もくてき

（目指
め ざ

すもの）】 

こどもの権利
け ん り

を守
まも

ることについて

必要
ひつよう

なことを決
き

めて、みんながこど

もの権利
け ん り

についてよく知
し

り、こども

が 幸
しあわ

せに成 長
せいちょう

できるようにするこ

とを目的
もくてき

としています。 
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【鴻巣市
こ う の す し

こどもの権利
け ん り

条例
じょうれい

（案
あん

）の基本
き ほ ん

理念
り ね ん

（大切
たいせつ

にする考
かんが

え）】 

（１） すべてのこどもは、どんな理由
り ゆ う

でもいじめられたり、 

差別
さ べ つ

されたりしなく、みんなに大切
たいせつ

な権利
け ん り

が守
まも

られる。 

（２） こどもの 幸
しあわ

せが一番
いちばん

大切
たいせつ

にされる。 

（３） すべてのこどもの 命
いのち

は守
まも

られて、元気
げ ん き

に育
そだ

つために、

病 院
びょういん

や学校
がっこう

、生活
せいかつ

のサポートが受
う

けられる。 

（４） こどもは自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを言
い

うことができ、その 考
かんが

えは大切
たいせつ

にされる。 
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令和６年度鴻巣市こどもの権利条例（案）に対する意見募集結果 

 

１ 意見公募期間 

令和６年１２月６日から令和７年１月５日まで 

 

２ 意見の提出件数等 

提出者数    ２人  

提出意見数   ４件 

内訳 

ファクシミリ ３件 

電子メール  １件 

  

３ 提出された意見の要旨と市の考え方 

No. 
分野別 

分類 
ご意見要旨       ご意見に対する市の考え方                  

1 

条例

（案）

のポイ

ント 

基本理念（１）について「差

別されたりしなく、みんなに

大切な･･･」を「差別されたり

することなく、みんなの大切

な･･･」にする方がこどもたち

に分かりやすくなり、良いと

思う。 

条例制定後にはこどもにも分かりやす

い表現となるよう、こどもの権利条例

の「やさしい版」を作成する予定です。 

その際に参考とさせていただきます。 

2 
こども

の権利 

 

以下内容を盛り込むのが良い

と思う。 

「児童の権利に関する条約や

鴻巣市こどもの権利条例によ

らず、より良いものがある場

合は、これに縛られることな

く、より良いものを使う権利

を有する。」 

 

本条例については、児童の権利に関す

る条約に基づいた内容としており、法

律により制限されているものを除き、

こどもに制限を課すものではありませ

ん。ついては、改めて「条例に縛られ

ることなく、より良いものを使う権利」

を明記する予定はありません。 
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No. 
分野別 

分類 
ご意見要旨       ご意見に対する市の考え方                  

3 
こども

の権利 

以下内容を盛り込むのが良い

と思う。 

「こどもは、この権利が自分

たちにあることを知ることが

でき、おとなはそのことを正

しく伝えることに努めなけれ

ばならない。」 

こどもの権利保障のための取組とし

て、【こどもの権利に関する普及及び啓

発】にこどものみならず、保護者や関

係者等への普及及び啓発に努める旨を

記載しています。また、その具体的な

手法の一つとして、「鴻巣市こどもの権

利の日」を設けること及び関連事業の

実施することを記載しています。その

上で、いただいたご意見にある「おと

ながこどもに対して、正しく権利につ

いて伝えることに努める」趣旨の文言

を追記します。 

4 

こども

の権利

保障の

ための

取組 

こどもの権利侵害からの救済

の第２項に以下内容を加える

と良いと思う。 

「また、第三者による機関を

設け、それによる関係者等へ

の調査を行い、必要により指

導その他を実施し、これを公

にし、こどもの権利が守られ

るよう努めなければならな

い。」  

現在、こどもの権利侵害からの救済と

してはそれぞれの事案に応じた機関に

より必要な措置を行っている状況で

す。一例として、いじめ問題対策連絡

協議会による関係機関の連携、要保護

児童対策地域協議会による要保護児童

等への支援など、分野ごとに専門家や

第三者と連携した取組を行っていま

す。また、人権擁護全般として、こど

もも対象に含む、人権擁護委員による

相談受付を行っています。以上のこと

から、現時点では、こどもの権利侵害

全般に対応する第三者機関を設ける予

定はありませんが、今後の検討課題と

させていただきます。 

※同様の意見を集約することにより、提出意見数と一致しない場合があります 
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特定教育・保育施設の利用定員の設定について 

 

子ども・子育て支援法第３１条第２項の規定では、市町村長は、特定教育・保育施設の利用

定員を定めようとするときは、あらかじめ、第七十七条第一項の審議会その他の合議制の機関

を設置している場合にあってはその意見を、その他の場合にあっては子どもの保護者その他

子ども・子育て支援に係る当事者の意見を聴かなければならないとされているため、以下の開

設予定の施設における利用定員について、鴻巣市こどもまんなか会議の意見を聴取する。  

なお、利用定員については、第２期子ども・子育て支援事業計画の確保方策を踏まえたもの

である。 

 

 

施設種別 保育所 

名称 鴻巣えほんの森保育園 

設置者 株式会社みんなのみらい計画 

所在地 鴻巣市本町 2丁目 2296-6，7 

開所予定年月日 令和７年４月１日 

利用定員（案） 

区分 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

１号認定        

２号認定    １２人 １２人 １２人 ３６人 

３号認定 ３人 １０人 １１人    ２４人 

合計 ３人 １０人 １１人 １２人 １２人 １２人 ６０人 

認可定員（参考） ６０人 

 

資料３５ 
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保育施設位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１鴻巣保育所 ２馬室保育所 ３生出塚保育所 ４富士見保育所 ５登戸保育所 ６鎌塚保育所  

７吹上富士見保育所 ８川里ひまわり保育園 ９寺谷保育園 10 まごやま保育園 11 どんぐり保育園  

12 ひかりっこ保育園 13 中央たんぽぽ保育園 14 どんぐりっこ保育園 15 ふくろうの森保育園 

16 エンゼル幼稚園 17 めぐみの木こども園 18 ゆめのはなこども園 19 大芦こども園 20 保育室風の街 

21 きずなっこ保育園 22 カインド・ナーサリー鴻巣本町園 23 カインド・ナーサリー北鴻巣園 

24 保育所まなぴぃ 25 ぬくもりのおうち保育北鴻巣園 26 ことね保育園 27LITTLE ANGEL 

28 保育所まなぴぃ川里園 29 みらいの木保育園 30 たかいたかい保育園 31 あおぞら保育園  

32 元気キッズ 33 鴻巣英和こども園 34 なのはな保育園  35 鴻巣えほんの森保育園 

★ 

 

★ 

 

★ 
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別記様式 

 担当課 こども応援課 

会 議 の 名 称 令和６年度第４回鴻巣市こどもまんなか会議 

開 催 日 令和７年１月１５日（水） 

開 催 時 間 １０時００分 開会 ・ １１時３０分 閉会 

開 催 場 所 鴻巣市役所 大会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
会長 武井利男 

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

武井利男(会長) 小林美鈴(副会長) 石田恵子 伊藤ひかり 

窪香奈子 久保田泰雄 小松大祐 小池愛 鈴木将浩 高井康孝  

直井利充 蓜島麻弓 平野康子 二俣一登 山口延之 渡邉吉行  

（出席者１６名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
清水将之（欠席者１名） 

事務局職員職氏名 

こども未来部長 小林宣也 

子育て支援課長 高子英江 

学校支援副参事 鈴木聡 

こども応援課副参事 黒巣弘路 

こども応援課主事 篠原崚輔 

こども未来部副部長 佐々木晴美 

保育課長 矢澤潔 

こども応援課長 沼上早苗 

こども応援課主任 田村友裕 

議会事務局副主査 小林美奈子 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可（６） 

会
議
の
内
容 

令和６年度第４回鴻巣市こどもまんなか会議 

議事（１）鴻巣市こども計画（案）について              【資料３３】 

  （２）鴻巣市こどもの権利条例（案）について        【資料３４】 

  （３）特定教育･保育施設の利用定員の設定について      【資料３５】 

 



【決定事項など】 

・鴻巣市こども計画における基本理念を「すべてのこども・若者が自分らしく成長でき

る こどもまんなか・こうのす」に決定。 

・鴻巣市こどもの権利条例（案）のパブリックコメントを終え、条例の内容を決定。 

・「鴻巣えほんの森保育園」の設置 

 

◆議事（１）について 

資料３３に基づき鴻巣市こども計画（案）について説明。こども計画の細かな指標

というより、全体の方向性、目標などを審議してもった。 

【主な質疑応答内容】 

 ・「こどもの貧困の連鎖を断ち切るための支援」で、あがっている指標が「学校・

家庭・地域が連携していると思う保護者の割合」となっているが、これが「こ

どもの貧困の連鎖を断ち切るための支援」の指標として、果たして正しいもの

なのか 

  →ベースとしては、「総合振興計画」であり、もう少しマッチするものがない 

か、再度検討させていただく。 

・鴻巣市こども計画は、令和11年度までなので、途中で今後見直しを図っていく

ということでよろしいでしょうか。 

  →見直しは途中で状況に合わせて行い、中間年で行う予定です。 

 

◆議事（２）について 

  資料３４に基づき、鴻巣市こどもの権利条例（案）について説明。パブリックコメ

ントで集まった意見の内容と、市の意見を説明。 

【主な質疑応答内容】 

 ・第三者委員会に関しては、設置している市町村もある中で、埼玉県で設置して

いるのであれば、現時点で、鴻巣市で設置する必要は無いと思う。すごくケー

スが多くなっていくようであれば、また検討していく方向で良いと考える。 

 ・こどもの権利条例制定後、この条例を盾にとるこどもたちがでてきて、現場が

混乱してしまうのではないか。 

  →こどもの権利があるから法律違反していいことはありませんし、公序良俗に

反しないところが大前提であるかとは思います。そういった部分は市としても、

伝えていくように工夫していきたいと思いますので、参考にさせていただきま

す。 

配
布
資
料 

資料３３ 鴻巣市こども計画（案）について 

資料３４ 鴻巣市こどもの権利条例（案）について   

資料３５ 特定教育･保育施設の利用定員の設定について 

差替え資料 

注） 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い場

合は、別紙に記入するものとする。 


